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古
墳
大
国･

群
馬

そ
の
誕
生
と
発
展

STORY 1

古墳

ヤ
マ
ト
・
地
域
の
信
頼

1

豊
か
な
地
域
経
済

2

仏
教
の
伝
来
と
普
及

3

謎解きキーワード

　

群
馬
県
で
は
、
驚
く
ほ
ど
古
墳
が
日

常
的
な
存
在
だ
。
高
崎
、
前
橋
、
藤
岡
、

伊
勢
崎
、太
田
な
ど
平
野
部
を
中
心
に
、

至
る
と
こ
ろ
に
古
墳
が
あ
り
、
住
民
に

と
っ
て
古
墳
の
あ
る
風
景
が
当
た
り
前

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
県
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
古
墳

数
は
１
万
３
０
０
０
基
以
上
。
今
で
も

２
０
０
０
基
以
上
の
古
墳
が
残
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
古
墳
と
は
何
か
？
「
古

墳
は
墓
に
し
て
墓
の
み
に
あ
ら
ず
」
と

説
明
し
て
く
れ
た
の
は
群
馬
県
立
歴
史

博
物
館
の
深
澤
敦
仁
さ
ん
。

　
「
古
墳
は
死
者
を
弔
う
た
め
の
構
造

物
で
す
。
で
も
決
し
て
一
部
の
権
力
者

古
墳
数
１
万
基
以
上

地
域
の
豊
か
さ
の
シ
ン
ボ
ル

だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま

ざ
ま
な
階
層
の
人
々
が
古
墳
を
造
っ
て

い
ま
し
た
」。
で
は
一
体
、
ど
う
や
っ

て
造
っ
て
い
た
の
か
？
「
労
働
者
に
ム

チ
を
打
っ
て
石
を
運
ば
せ
て
い
た
、
な

ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
住
民
参
加
で
造
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」。
墓

で
あ
る
は
ず
の
古
墳
が
シ
ン
ボ
ル
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

　
「
古
墳
を
造
る
に
は
高
度
な
土
木
技

術
力
と
多
く
の
労
働
力
が
必
要
で
す
。

保渡田八幡塚古墳（高崎市）は、造られた当時の姿に復元されている。築造当時は葺
石に覆われ、多くの埴輪が並べられていた。その壮大なスケールに思わず息をのむ。

ち
、
心
を
一
つ
に
す
る
。
完
成
し
た
古

墳
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
の
で

す
。
だ
か
ら
『
古
墳
は
墓
に
し
て
墓
の

み
に
あ
ら
ず
』
な
の
で
す
」。

　

群
馬
県
内
に
は
東
日
本
最
大
の
天
神

山
古
墳
（
太
田
市
）
な
ど
、
多
く
の
大

型
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

質
と
量
は
奈
良
や
大
阪
と
双
璧
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。「
当
時
は
複
数

の
豪
族
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
こ

の
地
域
を
治
め
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ヤ
マ
ト
王
権
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
首
長
は
も
ち
ろ
ん
、
さ

ら
に
狭
い
地
域
の
有
力
者
ま
で
古
墳
を

造
っ
て
い
ま
し
た
」。
古
墳
大
国
・
群

馬
。
そ
の
す
ご
さ
は
古
墳
造
り
の
裾
野

の
広
さ
で
あ

り
、
そ
の
裾

野
の
広
さ
こ

そ
、
群
馬
県

が
東
国
文
化

の
中
心
と
し

て
栄
え
た
証

な
の
だ
。

八幡塚古墳に併設のかみつけの里博物館
では、古墳造りの様子をミニチュアで見
ることができる。

古墳の形と大きさ

帆立貝形古墳

前方後円墳のうち方形の
部分が著しく短いもの。

例：女体山古墳（太田市）

八角形墳

7 ～8世紀の墳形。中国の
宇宙観や仏教の影響を受
けている。
例：三津屋古墳（吉岡町）

前方後方墳

古墳時代前期に多く造ら
れた形。東海地方より東
に多い。
例：八幡山古墳（前橋市）

方墳

7世紀には前方後円墳にか
わって上位の首長の形に
なった。
例：宝塔山古墳（前橋市）

前方後円墳

ヤマト王権によって全国
に広められた古墳の代表
的な形。
例：天神山古墳（太田市）

円墳

直径は10m～100mまでさ
まざま。中後期は群集墳
を形成。
例：皇子塚古墳（藤岡市）

上空から見た保渡田古墳群（高崎市）。100m前後の前方後円墳が近接した古墳群は
東日本を代表する古墳群のひとつだ。

そ
う
い
っ
た
力
を
集
結
さ
せ
る
に
は
、

ヤ
マ
ト
王
権
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住

民
か
ら
の
信
頼
が
必
要
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
つ
ま
り
、
古
墳
を
造
る
に
は
、
多

く
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
地
域
に
安

定
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要

だ
っ
た
は
ず
で
す
」。
古
墳
の
築
造
技

術
を
持
っ
た
技
術
者
を
中
心
に
、
住
民

も
参
加
し
て
古
墳
を
造
る
。「
古
墳
造

り
を
通
し
て
住
民
は
地
域
に
愛
着
を
持

八幡塚古墳では、埴輪の造形を基に当時の儀式を再
現するイベントが毎年秋に行われている。

群馬県立歴史博物館
深澤敦仁さん
学生時代に参加した黒
井峯遺跡の発掘をきっか
けに考古学の道に。同
館学芸係長。

藤岡市教育委員会
文化財保護課
軽部達也さん
上信越道の建設にともな
う発掘調査に参加。以
来、藤岡市で文化財保
護に関わる。同課課長。

語り部

天神山古墳（太田市）は東日本最大
の前方後円墳。●MAP C-3



〈高崎市〉保渡田古墳群

5 世紀後半～ 6世紀初めに造られた
3基の大型前方後円墳からなる古墳
群。八幡塚、二子山の 2つは復元
整備されている。かみつけの里博物
館が併設されている。

かみつけの里博物館
高崎市井出町1514　
☎027-373-8880　
С9時30分～17時（最終入館
16時30分）　Л火曜（祝日は
営業、水曜休）、年末年始、
祝日の翌日　Пあり

〈高崎市〉観音山古墳

6 世紀後半に造られた大型前方後円
墳。全長 97m。見事な石積みの横
穴式石室を持ち、豪華な副葬品が出
土した。出土品は全て国宝指定され、
県立歴史博物館に展示されている。

高崎市綿貫町1752　
☎027-226-4684
（県文化財保護課）　
С石室見学9時～17時
（11月～3月は16時まで）　
Л年末年始　Пあり

〈藤岡市〉七輿山古墳

6 世紀前半の前方後円墳。6世紀の
古墳としては東日本最大級。出土し
た埴輪は近くの藤岡歴史館で見るこ
とができる。

藤岡歴史館
藤岡市白石1291-1　
☎0274-22-6999　
С9時～17時
（最終入館16時30分）　
Л年末年始　П84台　

〈伊勢崎市〉お富士山古墳

全長 125m の大型前方後円墳。最
大の特徴は、“王の棺”といわれる
「長持形石棺」。東日本では珍しい石
棺で、現地で保存され全容が見られ
るのはお富士山古墳だけ。

伊勢崎市安堀町799
☎0270-75-6672
（伊勢崎市文化財保護課）　
С終日見学可　Лなし　
Пなし

　

世
代
を
超
え
地
域
の
人
が
大
切
に

守
っ
て
き
た
古
墳
。
現
地
に
足
を
運
ん

で
、
そ
の
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し

い
。
深
澤
さ
ん
に
古
墳
の
楽

し
み
方
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
で
す
。

ま
ず
は
い
に
し
え
の
技
術

力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
古

墳
の
周
り
を
歩
け
ば
、
ど
れ

ほ
ど
大
き
い
か
気
づ
く
は

ず
で
す
。
石
室
に
入
れ
ば
、

ど
う
や
っ
て
石
を
積
ん
だ

の
か
？
そ
の
技
術
に
驚
く

は
ず
で
す
」。
そ
し
て
も
う

一
つ
。「
古
墳
に
登
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
榛
名
山
が

あ
り
、
赤
城
山
が
あ
る
。
景

色
を
眺
め
、
風
を
感
じ
て
、

当
時
の
人
の
感
覚
を
追
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。

古
墳
の
近
く
に
副
葬
品
を

歩
い
て
、
入
っ
て
、
登
っ
て

古
墳
探
訪
の
楽
し
み
方

　
「
６
世
紀
、
畿
内
で
は
す
で
に
前
方

後
円
墳
の
築
造
は
下
火
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
時
代
に
造
ら
れ
た
の
が
、

七な
な
こ
し
や
ま

輿
山
古
墳
（
藤
岡
市
）
で
す
。
墳
丘

長
１
５
０
ｍ
は
、
県
内
屈
指
の
大
き
さ

で
す
」。
な
ぜ
、
大
き
な
古
墳
が
造
ら

れ
た
の
か
？
「
６
世
紀
初
め
、
藤
岡
地

域
に
『
緑み
ど
の
の
み
や
け

野
屯
倉
』
と
い
う
ヤ
マ
ト
王

権
の
直
轄
地
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
七

輿
山
古
墳
の
築
造
は
こ
の
こ
と
と
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」。

　

同
古
墳
は
近
年
地
中
レ
ー
ダ
ー
調
査

が
行
わ
れ
、
横
穴
式
石
室
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
。「
古
墳
の
形
と
同
じ
よ
う

に
石
室
に
も
時
代
の
変
遷
が
あ
り
ま

す
。
６
世
紀
に
な
る
と
主
流
だ
っ
た
竪

穴
式
に
代
わ
り
、
横
穴
式
が
普
及
し
ま

す
。横
穴
式
は
巨
大
石
材
を
使
う
な
ど
、

よ
り
高
度
な
技
術
が
必
要
で
す
」。
高

い
技
術
を
持
っ
た
職
人
が
技
術
指
導
し

た
と
い
う
石
室
。
そ
の
多
彩
さ
も
群
馬

の
特
徴
だ
。「
県
内
一
の
広
さ
の
石
室

を
持
つ
の
が
観
音
塚
古
墳
（
高
崎
市
）。

伊
勢
塚
古
墳
（
藤
岡
市
）
に
は
模も
よ
う
づ
み

様
積

と
い
う
特
殊
な
石
室
が
あ
り
ま
す
」。

　

約
３
５
０
年
間
続
い
た
古
墳
時

代
。
仏
教
の
普
及
と
と
も
に
、
大
型

古
墳
は
造
ら
れ
な
く
な
っ
た
。「
で

も
、
そ
の
後
地
域
の
人
々
は
古
墳
の

上
に
寺
社
や
ほ
こ
ら
を
造
っ
て
大

切
な
存
在
と
し
て
守
っ
て
き
ま
し
た
」。

だ
か
ら
こ
そ
、
現
在
で
も
多
く
の
古
墳

が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

５
〜
６
世
紀
に
か
け
て
各
地
で
盛

ん
に
造
ら
れ
た
古
墳
。
特
に
６
世
紀
後

半
は
現
在
の
藤
岡
地
域
に
多
く
造
ら
れ

た
。「
こ
の
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
と
の

つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
た
た
め
で
す
」

と
解
説
す
る
の
は
藤
岡
市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
の
軽
部
達
也
さ
ん
。

形
や
石
室
が
時
代
で
変
化

世
代
を
超
え
守
ら
れ
て
き
た平成 30年の地中レーダー調査で七輿山古墳の全

長が 150mということが判明。
6世紀末に造られた伊勢塚古墳（藤岡市）は「模様積」
といわれる特徴的な石室を持つ。● MAP C-1

七輿山古墳（藤岡市）は
桜の名所としても有名。

ぐんま古墳探訪
県内の代表的な古墳や遺跡、関連
する博物館を楽しみながら巡れる
アプリ。行きたい古墳をマップで
探せるのが便利。
☎027-226-4696
（県文化財保護課）

TOP I C S

保渡田八幡塚古墳（高崎市）は、葺石や埴輪も復元され、
まさに造られた当時の姿を体感できる。

現地に行って体感しよう
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展
示
す
る
資
料
館
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
立
ち
寄
り
た
い
。
現
在
、
残
さ
れ
て

い
る
古
墳
は
約
２
０
０
０
基
。
ま
だ
解

き
明
か
さ
れ
て
い
な
い
謎
も
多
い
。
現

地
に
足
を
運
び
、
謎
解
き
に
挑
ん
で
み

よ
う
。

アプリ

ⓒ tenjou / PIXTA（ピクスタ）
android iOS

●MAP C-2●MAP B-1

●MAP C-1
●MAP B-2


